プラザ観光株式会社

代表取締役　松山純大氏
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松山氏は豊田市でビジネスホテルを経営し、全旅連青年部員として、委員長や副部長を歴任。今回はその豊富な出向経験をふまえ、若手経営者の心構え、経営についての考え方、そして全旅連青年部の活動の意義を講演していただいた。
<若手経営者の心構え>
この業界は世襲が一般的であり、「経営者とは何か？」ということを深く考えずに経営者になってしまうケースもある。また、もちろん個々の思想や会社の環境などでも、この問いに対しての見解は異なってくる。しかし、「経営者」という文字本来の意味は「経を営む者」と書き、「正しい事(経)を教えていく(営む)人(者)」である。つまり経営者は教育者であり、お客様だけのこと考えるのではなく、従業員やその家族、取引業者をより良い方向へ導き、また、その地域を活性化させるといったステークホルダーを重視した経営を行わなくてはならない。そして、そうした基軸を持った上で、常にアンテナを張り、情報収集に励み、何が社会にとって最善の方法かを探り、会社の方向性を示さなければならない。
<世代交代について>
松山氏は22年前（当時27歳）に父親から会社の代表を継いだ。世代交代において大切な事は「守・破・離」である。まずは先代(父親)が守ってきたやり方、従業員を守り(守)、それから徐々に自分のやり方へ変え(破)、最終的には完全に世代交代を終える(離)という事である。この順番はとても大切で、自分が会社に入ったからと言って、今までのやり方をいきなり変えてしまっては社員の反感を受け、組織がバラバラになってしまいます。親が経営者であるからということで甘えず、一社員としてまずは従来のやり方を踏襲しなければならない。時間はかかるが理解を得て信頼関係を構築する事が大切である。そしてその過程、また世代交代を終えた後も先代に「ホウ・レン・ソウ」をしっかりと行うことで親子間にも信頼関係が生まれる筈です。松山氏は社員へ配布している「社長通信」を父親に渡しているということである。経営者と従業員のコミュニケーションが大事なのは言うまでもないが経営者同士のコミュニケーションも必要なのである。
<全旅連青年部の活動>
松山氏は全旅連青年部の旅館総研で活動をしていた。現在の研修系の委員会の前身となったものである。こうした組合での活動は、個々の旅館ではできない不可能な事を皆で共有することで成し遂げることができる。
更に経営者として、また自社として、できていることと、できていないことを把握し、自分の位置に気づくこともできる。

現状を打破するための手法や、食材、光熱費やアメニティの価格等の一般的な比較、そして隣(地元)の宿にはなかなか聞けない事も全旅連の広い繋がりの中では聞くことも可能である。その中で出会う自社とよく似た環境の宿を見つけられれば、最高のお手本となる。
しかし、全旅ばかりに目を向けず、地元と全旅連のバランスを取り、有益な情報はフィードバックをし、地域のレベルアップも怠ってはならない。
<社員との関係>
松山氏の会社では社員はもちろん取引先を集めて経営方針発表会を行っている。一年間の反省と来期の目標を経営者と社員、取引業者と共有することは社長の考え、方向性をはっきりと明示し、それを達成するためのプロセスを共有することでもある。社長の考えを社員に伝える為の手段として「社長通信」を毎月社員に配布し、今社長は何を考えているのか、この会社はどこへ向かっているのかを共有している。
また、社内会議においては、報告するグループと報告されるグループに分け、お互いに積極的な意見を出し合う環境をつくり、社員自らに問題意識や改善意識を持たせ、ひとり一人を経営に参画させることを目指している。
また、松山氏は料理人とのコミュニケーションができていない旅館が多い点を付け加えている。旅館において料理部門は重要なセールスポイントで有り、収益にも直結する部門です。スタッフや食材を現場単位で細かく設定するFLの管理も重要ですが、まずは苦手意識を捨て、料理人と向き合い、何がしたいのかを明確に伝えることから始めて下さい。料理人以外にも同じことです。経営者は勉強することは大切ですが、万能では有りません。ですから人を雇用し、取引先にお願いするのです。

人をより良き方向へ導き、より良きものを創出し、多くに人を物心ともに豊かにすることで社会から必要とされ、自身の成長、会社の繁栄に繋がることと思います。
